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大阪・関西万博「住友館」　大阪府大阪市此花区夢洲
　「住友館」は，住友グループ発展の礎である愛媛県の別子銅
山の山並みを模したデザインとなっており，「住友の森」の木
材を活用しています。
　屋根と外壁にはヒノキの構造用合板を，エントランス周辺に
は1970年の大阪万博時に植樹されたスギの角材を使用し，年輪
や地層を表現しています。ヒノキの構造用合板は，木材の無駄
を省き，軽量化を図るため，厚さ9mmのものを採用しています。


